
廃棄物の減量部会報告（第 7 回廃棄物減量等推進審議会） 

                        ２０１１年９月１５日 

 

① 可燃ごみの減量 

○生ごみ処理機の稼働状況等定期的にアンケート調査をする(電動式とコンポスト EM 容器とに分けて) 

○生ごみ堆肥化講習会の継続 

○処理機購入者へのアフターケアの充実 

○使用してない処理機の実態調査と再利用の検討 

○学校・公共等の一次処理物は堆肥化業者が資源化している 

○一次処理物の拠点回収場所の掲示(家庭で出来た一次処理物をごみとして出さないために) 

○名刺・レシート・タグ・小さく切った紙類は透明または半透明のビニールにいれる・・・紙資源  

○家庭から出る紙ごみは大変多い シュレッダーを公共施設に設置出来ないか・・・紙資源 

○学校から家庭への配布物が多くなっている、両面印刷にするなど工夫している 

 

② 不燃ごみの減量 

○2009.10 に資源化されたペットボトルのキャップ・カップめんのプラスチック容器・ペットボトルマーク 

の付いたノンオイルの 5 種類のﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙは殆ど資源化されていない。市民に周知徹底を図る 

○容器でないプラスチックを不燃から分別したらどうか。燃やす事で資源化するには、焼却施設の建替えが 

必要 

 ○陶磁器のリサイクル（食器の原料として集める）イベント・フェスティバルで回収、一部販売している 

 

③ 資源物の減量 

 ○自治会・子ども会・老人会・スポーツクラブ等による資源物の集団回収の奨励 

 

④減量のための様々な取組み 

○個人、団体、企業各々の立場で分別・減量に取組み、良い成果やアイデアをごみらいふや特集号で紹介 

○市報にワンポイントで掲載（欄外でも可） 例  紙資源です（名刺・レシート・・・・・） 

○ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ同様紙資源も拠点回収が考えられている(事業者) 

○ごみの環境学習は小さい時からが大切、学校・家庭・地域で 

 

⑤その他 

○日付表示は西暦でしてはどうか 

                                      以上 


